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平成 26 年の経営見通し 
 
 静岡県西部地域しんきん経済研究所（理事長 山本長行、以下県西部しんきん経済研究所）は、静岡

県西部地域の中小企業を対象に行った「平成 26 年の経営見通し」をまとめましたのでご案内します。 
 
１．調査概要 
   調査対象 遠州信用金庫、浜松信用金庫の取引先 636 社 
   調査方法 調査表による面接聴取法 
   調査時期 平成 25 年 12 月 1～6 日 
   回収状況 調査数 636 社 回収数 608 社（有効回答率 95.6％） 
 
２．調査結果（詳細は別添資料をご参照ください） 
①平成２6 年の日本の景気  中小企業経営者の見通しが大幅改善 

平成 26 年の日本の景気をどのように見通しているかをたずねたところ、「良い」と回答した企業は

22.7％となった。依然「悪い」が「良い」を上回っているが、昨年調査と比較すると、「良い」が 20.5
㌽増（2.2→22.7）、「悪い」が 49.4 ㌽減少（83.0→33.6）しており、中小企業経営者の景気見通しは大幅

に改善してきた。 
②平成 26 年の自社の業況 
 平成 26 年の自社の業況については、「良い」＝19.4％、「普通」＝46.9％、「悪い」＝33.8％となり、「悪

い」が「良い」を 14.4 ㌽上回った。 
③売上増加を見込む企業が減少見込み企業を上回る 

自社の売上見通しを平成 25 年と比較すると、「増加する」＝34.4％、「変わらない」＝42.1％、「減少

する」＝23.6％と「増加する」が「減少する」を 10.8 ㌽上回った。平成 26 年は消費増税前の駆け込み

需要の期待とその反動減が懸念されるが、売上増加を見込む企業が減少見込み企業を上回っている。  
④東京オリンピックの業況への影響、「あまり期待していない」が 3 割 
 2020 年の東京オリンピック開催によって、貴社の今後の業況にどのような影響や期待があるかたずね

たところ、「あまり期待していない」が 31.3％で最も多かった。「すでに直接的な影響がある」「すでに間

接的な影響がある」は合わせても 1％に満たなかった。 
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